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Saccharomyces に外観は似ているためその菌体内構造については Saccharomyces の細胞構造に関する記
述を参考にしようとしたのしかし Saccharomyces の核構造には液胞核，紡錘核，その他諸説があって定説






Feulgen 染色によって菌体内には Feulgen 陽性の小体が認、められるが，この小体は Sudan black B に
好染する脂質性頼粒， TTC および Janus green B によって証明される頼粒とは確実に区別される口また
発芽の過程において Feulgen 陽性小体の形態変化を追求すると，幼若細胞の Feulgen 陽性小体は時聞の経
過とともに大きくなり模状，板状，紐状など間々の過程を経ながら伸展，延長してその一端が次の分芽娘
細胞の中に入ることが認められたのそこでこれら各発育位相の菌体について超薄切片を作製し電子顕微鏡














c. albicans の核は核膜を有し内部に Feulgen 陽性小体を含むものと考えられ，分芽分裂においては有糸分
裂時にみられるような核膜の消失はなく独特の無糸分裂を行うことが推論される D
菌体内のミトコンドリア様構造要素についても種々の形態が認められたが，酸素量が少く栄養素の乏し
い corn meal 培養の菌体においては小胞体を思わせる複雑な膜様構造も認められた口また仮性菌糸におい
ては同様な膜様構造が複雑に屈曲を示して細胞内に入り細胞内は全般に粗となることが明らかにされたD




有性生殖相をもたない無胞子病原酵母 c. albicans の細胞構造を光学顕微鏡所見並びに電子顕微鏡所見
にもとずいて明らかにした。殊に vacuole， granule, nucleus の関係を比較検討するとともに基本的な酵母















このような技術的困難を克服して，本論文においては現在までに報告のなかった Candida albicans の微
細構造を種々な生活環の断面においてはじめて総括的に明らかにしている。
すなわちC. albicans の核については， DNA 合成機構の一面を示す新知見を加え，また独特の分裂様式





ので，特殊な生活環における C. albicans の多形態性を理解することができる。
これらの電子顕微鏡による所見は光学顕微鏡による観察所見と対比しつつ整理されており，病原性無胞
子酵母菌 C. albicans の形態学的特異点を基本的に明らかにしたものであって，今後この分野における研
究に関して有力な参考資料となるものと考えられる。
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